
一 般 質 問

障がい者に対する災害対応は

町長／避難の支援を行っていく

三
谷

　
２
月
15
日
現
在
、
身
体

障
害
者
手
帳
保
持
者
は
１

級
２
９
７
人
、
２
級
１
１

４
人
、
療
育
手
帳
所
有
者

は
Ａ
42
人
、
Ｂ
１
０
７

人
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
所
持
者
は
１
級
15

人
、
２
級
１
１
６
人
で
あ

る
。
そ
こ
で
療
育
手
帳
及

び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
保
持
者
の
災
害
対
応

に
関
す
る
以
下
の
２
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
地
震
、
大
雨
等
の
災
害

の
対
応
は
充
分
か
。

②
他
の
市
町
で
は
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
ず
、
私
権

保
護
を
主
張
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
本
町
の
対
応
は

ど
う
か
。

町
長

①
本
町
で
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
災
害
時
に

自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
満
70
歳
以
上
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
難
病
患

者
で
希
望
す
る
人
を
対
象

に
、
避
難
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
こ
の
支

援
制
度
の
申
し
込
み
者

は
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
、
２
級
の
人
が
36
人
、

療
育
手
帳
保
持
者
が
26

人
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
保
持
者
が
９
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
潜
在
的

な
要
支
援
者
の
申
し
込
み

を
促
す
た
め
、
手
帳
の
更

新
時
や
障
が
い
者
施
設
等

で
開
催
す
る
集
い
な
ど
の

機
会
に
、
制
度
を
周
知
し

て
い
き
た
い
。

②
避
難
の
個
別
計
画
策
定

に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
例

と
し
て
、
障
が
い
や
難
病

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
理

由
が
あ
っ
た
。
本
町
と
し

て
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
で
支
援
を
す
る
相

談
支
援
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
保
健
師
な
ど
と

連
携
し
、
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

三
谷

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
お
い
て
本
町
で
想
定
さ

れ
る
被
害
者
数
は
。

総
務
課
長

　
平
成
25
年
に
県
で
公
表
し

て
い
る
本
町
の
想
定
被
害
人

数
は
、
死
者
16
人
、
被
害

者
・
負
傷
者
３
２
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

三
谷

　
被
害
者
が
疾
患
の
あ
る
人

で
あ
っ
た
り
言
語
障
が
い
を

持
つ
人
、
あ
る
い
は
１
人
で

家
に
い
る
人
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。　

町
長

　
独
居
の
要
支
援
者
は
現
在

２
人
で
、
ほ
と
ん
ど
家
族
と

い
る
が
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
家
に
１
人
で
残
さ
れ
て
い

る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

　

災
害
に
つ
い
て
は
、
自

助
・
共
助
と
言
わ
れ
る
が
、

自
助
が
難
し
い
場
合
、
共
助

が
大
変
重
要
で
あ
る
。
区
長

が
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
区
も
あ
り
、
町
と
し
て

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。

三
み

谷
たに

　喜
き

好
よし

　議員
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一 般 質 問

佐
々
木（
隆
）

　
高
齢
者
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場

合
重
症
化
し
や
す
い
。
無

症
状
者
を
い
ち
早
く
発
見

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
新
規
感
染
者
の
減
少

に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
減

が
第
２
波
、
第
３
波
を
招

い
た
こ
と
を
教
訓
に
し

て
、
町
独
自
で
施
設
等
に

お
け
る
検
査
の
実
施
、
ま

た
検
査
に
対
す
る
補
助
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
本
町
に
住
民
票
を
置
く

65
歳
以
上
の
人
が
、
高
齢

者
福
祉
施
設
、
障
が

い
福
祉
施
設
に
新
規

に
入
所
す
る
場
合
、

自
己
負
担
な
し
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
町
独
自
で

支
援
す
る
。

佐
々
木（
隆
）

　
最
近
に
な
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
・
南
ア
フ

リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
の

変
異
株
に
感
染
し
た

人
が
増
加
し
て
い

て
、
非
常
に
強
い
感
染
力

と
聞
い
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

保
険
健
康
課
長

　
ウ
イ
ル
ス
は
、
単
細
胞

の
中
に
寄
生
し
て
コ
ピ
ー

を
行
い
増
殖
し
て
い
く
。

そ
の
コ
ピ
ー
の
段
階
で
エ

ラ
ー
が
生
じ
、
若
干
性
質

の
異
な
る
も
の
が
生
ま
れ

た
時
に
変
異
株
が
発
生
し

た
と
み
な
さ
れ
る
。
イ
ギ

リ
ス
株
と
南
ア
フ
リ
カ
株

に
つ
い
て
は
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
株
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
情
報
が
な
い
。

佐
々
木（
隆
）

　
道
の
駅
ひ
ろ
た
の
「
ち

び
っ
こ
列
車
」
は
、
現
在

施
設
か
ら
離
れ
た
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
施
設

周
辺
の
目
立
つ
所
に
移
設

し
て
は
。

町
長

　
移
設
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
と
協
議
し
た
が
、
適

当
な
場
所
が
な
く
実
現
が

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
運

行
実
績
は
年
間
１
０
０
回

程
度
で
あ
る
が
、
設
置
後

町長／新規入所者に町独自で補助する
佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

検査実施・検査への補助を

20
年
が
経
過
し
て
い
て
、

施
設
の
老
朽
化
も
見
ら
れ

る
。
今
後
も
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
な
が
ら
、
現
状
の

運
行
を
継
続
し
て
い
く
。

町
長
／
国
が
３
年
間
の
経
過
措
置
を

　
　
　

設
け
る

町
長
／
実
現
は
困
難
で
あ
る

窓
口
負
担
２
倍
に
よ
る
影
響
は

「
ち
び
っ
こ
列
車
」の
移
設
を

佐
々
木（
隆
）

　

75
歳
以
上
を
対
象
に
、

単
身
の
場
合
は
課
税
対
象

が
28
万
円
以
上
か
つ
年
収

２
０
０
万
円
以
上
、
夫
婦

と
も
に
75
歳
以
上
の
場
合

は
年
収
合
計
が
３
２
０
万

円
以
上
の
世
帯
で
、
医
療

費
窓
口
負
担
が
２
割
に
な

る
法
案
が
国
会
に
提
出
さ

れ
た
。
本
町
の
対
象
者
数

と
１
人
当
た
り
の
負
担
額

は
。
受
診
抑
制
が
加
速
す

る
心
配
は
な
い
か
。

町
長

　
令
和
３
年
１
月
１
日
現

在
、
本
町
に
お
け
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

が
３
４
１
４
人
、
そ
の
う

ち
窓
口
負
担
が
２
割
に
な

る
の
は
５
２
０
人
程
度
見

込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
現

在
の
年
間
平
均
負
担
額
は

１
人
当
た
り
７
万
８
０
０

０
円
で
あ
る
。
国
は
、
急

激
な
負
担
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
、
改
正
法
施
行

後
３
年
間
の
経
過
措
置
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
期
間
は
、
年
間
２
万
６

０
０
０
円
程
度
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
基
礎
疾
患
を
持
つ
後
期

高
齢
者
は
多
く
、
服
薬
管

理
が
重
要
で
あ
る
。
健
診

や
各
種
健
康
教
室
、
保
健

師
の
訪
問
な
ど
の
機
会
に

適
切
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
よ
う
支
援
・
指
導
を

強
化
す
る
。

とべ議会だより
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一 般 質 問

湯砥里館での入浴着着用と　
　　　　　　　購入補助は

町長／ポスターによる啓発と購入助成を検討

髙
橋

　
近
年
、
乳
が
ん
は
女
性

の
が
ん
の
第
１
位
と
な
っ

て
い
る
。
術
後
、
手
術
痕

を
気
に
し
て
公
衆
浴
場
で

の
入
浴
を
あ
き
ら
め
て
い

る
女
性
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
こ
で
、
手
術
痕

を
隠
す
入
浴
着
を
安
心
し

て
着
用
で
き
る
よ
う
、
湯

砥
里
館
の
女
性
更
衣
室
に

周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

乳
が
ん
患
者
の
術
後
ケ
ア

と
し
て
入
浴
着
の
購
入
補

助
に
取
り
組
む
考
え
は
。

町
長

　
入
浴
着
の
着
用
は
可
能

で
あ
る
。
利
用
者
へ
の
理

解
の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
等

で
啓
発
し
た
い
。
が
ん
患

者
へ
の
補
正
具
と
し
て
購

入
助
成
を
検
討
す
る
。

商
工
観
光
課
長

　
見
本
の
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、
大
き
い
サ
イ
ズ
で

広
報
し
て
い
く
。

髙
橋

　
様
々
な
発
達
障
が
い
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
ど
も
も

多
い
。
特
に
環
境
の
変
わ

る
小
１
、
中
１
は
周
囲
に

誤
解
さ
れ
や
す
く
、
い
じ

め
や
不
登
校
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
。
支
援
員
が

つ
く
児
童
・
生
徒
は
何
人

か
。
ま
た
専
門
的
な
研
修

は
。教

育
長

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
こ

ど
も
園
で
10
人
、
小
学
校

で
32
人
、
中
学
校
で
１
人

の
計
43
人
に
、
30
人
の
支

援
員
。
巡
回
相
談
員
が
各

校
で
個
々
に
応
じ
た
対
応

を
し
、
教
育
相
談
で
保
護

者
や
担
任
の
希
望
意
見
を

聞
き
、
教
育
支
援
員
会
で

配
置
の
可
否
を
判
断
す
る
。

　

特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
教
職
員

向
け
研
修
な
ど
を
実
施
、

専
門
知
識
の
あ
る
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
雇
用
、
巡
回
相
談
員
に

よ
る
助
言
や
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

髙
橋

　
幼
稚
園
、
保
育
所
か
ら

中
学
校
ま
で
情
報
の
共
有

は
で
き
て
い
る
か
。

教
育
長

　
校
内
委
員
会
で
実
態
把

握
、
教
育
相
談
時
に
担
任

と
入
学
予
定
校
の
担
当
教

諭
で
個
別
の
教
育
支
援
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。

髙
たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

教
育
長
／
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作
成
と

　
　
　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
活
用
す
る

発
達
障
が
い
、
不
登
校
児
童
・　
　
　

　
　
　
　
　

生
徒
へ
の
取
り
組
み
は

髙
橋

　

新
年
度
整
備
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
、
不
登
校

や
学
習
遅
れ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
活
用
す
る
考
え

は
。教

育
長

　
先
進
自
治
体
で
は
効
果

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
児
童

生
徒
に
応
じ
た
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
教
師
の
負
担

軽
減
を
考
慮
し
専
門
知
識

の
あ
る
人
材
の
配
置
な
ど

を
検
討
す
る
。

とべ議会だより

令和３年５月１日発行
（15）
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一 般 質 問

日
野

　
こ
の
地
域
は
大
雨
が
降

る
と
砥
部
川
の
水
位
が
上

昇
し
、
水
路
の
水
を
排
水

で
き
な
く
な
る
。
平
成
29

年
に
は
県
道
面
ま
で
冠
水

し
、
多
く
の
家
屋
が
床
上

お
よ
び
床
下
浸
水
の
被
害

を
受
け
て
い
る
。
地
域
住

民
は
根
本
的
な
解
決
を
望

ん
で
い
る
が
、
こ
の
地
域

の
水
害
対
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

　
両
地
区
で
は
度
々
浸
水

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

初
期
初
動
の
拡
充
の
た
め

町長／排水施設整備が必要
日
ひ

野
の

　惠
けい

司
じ

　議員

高尾田・八瀬区の水害対策を

の
ポ
ン
プ
車
の
購
入
、
河

川
の
堆
積
し
た
土
砂
の
除

去
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
抜
本
的
な
解
決
の

た
め
に
は
ポ
ン
プ
場
な
ど

の
排
水
設
備
が
必
要
。
候

補
地
、
規
模
の
検
討
や
、

概
算
費
用
の
検
討
を
実
施

し
て
い
る
。

日
野

　
こ
の
地
域
の
雨
量
を
１

本
の
排
水
路
で
処
理
で
き

る
の
か
。

建
設
課
長

　
今
の
水
路
で
処
理
で
き

る
か
ど
う
か
を
含
め
、
概

略
設
計
で
検
討
す
る
。

町
長
／
地
域
資
源
を
活
か
し
人
々
の

　
　
　

交
流
す
る
町
の
実
現
を

人
口
減
少
対
策
を

日
野

　
２
０
２
５
年
に
は
人
口

が
２
万
人
を
割
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
は
税
収
の
減
収
に
つ
な

が
り
、
支
援
分
野
等
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
は

個
人
負
担
が
増
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
現
在
特

に
力
を
入
れ
て
実
施
し
て

い
る
対
策
の
内
容
は
。
ま

た
対
策
の
一
環
と
し
て
移

住
者
住
宅
支
援
改
修
支
援

事
業
が
あ
る
が
、
昨
年
の

相
談
件
数
及
び
利
用
実
績

は
。町

長

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
た
く
ま
し
く
健
や

か
に
育
ま
れ
る
町
の
実

現
。
地
域
資
源
を
活
か
し

人
々
が
交
流
す
る
町
の
実

現
に
向
け
た
事
業
。
今
年

度
末
に
完
成
す
る
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
な

ど
、
移
住
対
策
や
企
業
誘

致
に
効
果
的
と
考
え
る
。

さ
ら
に
町
外
の
方
に
訪
れ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
引
き
続
き
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

　
移
住
者
住
宅
支
援
事
業

に
お
け
る
相
談
件
数
は
４

件
で
利
用
実
績
は
な
し
。

日
野

　
本
町
に
は
地
域
資
源
が

豊
富
に
あ
る
。
こ
れ
ら
と

う
ま
く
連
携
し
て
町
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
、
人

口
減
少
対
策
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

とべ議会だより

令和３年５月１日発行
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高尾田の浸水状況（平成29年災害時）
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資料：H18～H27は住民基本台帳、令和７年（2025年）は社人研推計

 

砥部町「人口ビジョン」における人口の
将来展望の推計では令和７年（2025年）に
20,386人となり、現状すう勢ケースの推計
に比べ、約500人の改善が見込まれる

2025 年
目標人口 20,386 人

人口の推移と将来推計



一 般 質 問

町
長
／
調
査
・
検
討
し
て
い
る

と
べ
温
泉
湯
砥
里
館
の

　
　
　

今
後
の
経
営
は

新型コロナウイルスへの対応は

町長／相談にはていねいに対応していく

大
平

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
２
月
17
日
か
ら
国
内
で

始
ま
っ
た
。
本
町
で
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
定
は
。

　
本
町
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、

解
雇
や
自
殺
者
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
お

年
寄
り
か
ら
生
活
困
窮
に

関
す
る
相
談
は
あ
っ
た
か
。

大
おお

平
ひら

　弘
ひろ

子
こ

　議員

町
長

　
４
月
か
ら
高
齢
者
対
象

の
接
種
を
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。
高
齢
者
を
除
く

一
般
住
民
へ
の
接
種
は
、

国
及
び
県
の
方
針
が
定
ま

り
次
第
、
順
次
開
始
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｖ
は
こ
の
１
年
間
、

相
談
事
例
は
な
く
、
児
童

虐
待
は
通
報
な
ど
が
数
件

あ
っ
た
が
、
児
童
虐
待
と

認
め
ら
れ
る
も
の
は
な

か
っ
た
。
自
殺
者
は
コ
ロ

ナ
禍
と
結
び
つ
け
る
情
報

が
な
い
た
め
把
握
し
て
い

な
い
。

　
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
自
殺
及

び
生
活
困
窮
に
関
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す

る
か
判
別
し
が
た
い
場
合

が
あ
る
が
、
相
談
に
関
し

て
は
、
引
き
続
き
て
い
ね

い
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

大
平

　
本
町
で
の
自
殺
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
の
か
。

保
険
健
康
課
長

　
国
の
方
針
で
、
単
年
度

の
自
殺
者
数
は
非
公
開
と

な
っ
て
い
る
。

大
平

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
進

学
を
あ
き
ら
め
る
と
い
っ

た
相
談
は
あ
っ
た
か
。

教
育
長

　
把
握
し
て
い
な
い
。

大
平

　
も
し
何
か
あ
れ
ば
相
談

に
乗
っ
て
ほ
し
い
。

大
平

　
と
べ
温
泉
湯
砥
里
館

に
つ
い
て
、
業
者
に
委

託
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
声
が
町
民
か
ら
上

が
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
経
営
に
つ
い
て
町
と

し
て
の
考
え
は
。

町
長

　
厳
し
い
経
営
状
態
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

民
間
で
運
営
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
調
査
・
検
討
し
て

い
る
。
運
営
を
委
託
す

る
方
法
も
あ
る
が
、
現

在
の
運
営
費
用
と
同
程

度
の
委
託
費
用
が
必
要

と
な
り
、
財
政
的
負
担

か
ら
考
え
て
難
し
い
。

とべ議会だより

令和３年５月１日発行
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２月28日　伊予市における模擬接種

一般会計から2000万円
以上の補塡が必要




